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開門が明日を開く
大島弘三（諫早湾しおまねきの会）
１９９７年４月に閉め切り工事が完了した諫早湾干拓事業は、２０１０年１２月の福岡高裁の判決（3年間の猶予のあと、５年間の排水門の開放）が確定し、今年１２月に開放実施の期限を迎える。

　この間、長崎県知事は「地元の了解なしには開門させない。」とのキャンペーンを開始した。地方のメディアもこれに追随した報道に終始し、有明海沿岸３県知事、議会の対話要請にも一切応じず、ナガサキは鎖国の時代へとタイムラグした。
私達は、農水省と長崎県の談合による「まやかしの開門」を糾弾する。さらに排水門の完全開放による諫早湾干潟の再生と地域社会の明日への展望を求める。
1． 私達は干潟の復活を求める
１－１．諫早湾の再生と地域の未来を創ろう

４月１４日は諫早湾にギロチンが落ちた記念日である。私達は１９９７年以来この日の前後に各地の仲間がイベントを企画、開催して、干潟、湿地の保護を啓発して来た。

今年の諫早での集会は、私達がかつての諫早湾を思い、開門によってどのような未来を作っていこうとしているのか、を討議した。

http://www.geocities.jp/isahayabay/newpage165-13wetlandday-isahaya.html
集会参加者が７つのグループに分かれ、それぞれの班でのグループディスカッションをやり、みんなの話を聞き、自分の意見を述べてお互いの考えを各班で一枚の模造紙に書いて討議した。

ここにはかつての賑わいを見せた干潟があり、貝を掘る子供達がおり、堤防からハゼを釣る市民がおり、もちろん、魚を獲る笑顔の漁師がいた。
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グループディスカッションの発表

開門によってこれらの全てが叶うのか、今の所不透明ではあるが、少なくともみんなの思いは共有できた。

これからの方向はこれらをより具体化して、行動によって積み上げることだ。

１－２．対話を拒否する県知事

いわゆる開門反対派の面々は、「開門したら干拓農地に塩害が出る。農業用水が無い。後背地の水田の排水が出来ない。」などと宣伝し、県知事は「地元が納得していない開門はさせない。」と息巻き、さらに「開門前提の話し合いには応じない。」と有明海沿岸３県との協議にも拒否している。

私達は昨年１１月から長崎県知事に対し質問状と抗議文を出しています。

http://www.geocities.jp/isahayabay/newpage164-13govenor-appeal.html
（１）福岡高裁の確定判決を国は守るな、と県知事は言っていいのですか。

（2） 憲法で決まった三権分立をあなたは守らないのですか。

（3） 市民との協議の場も否定し、有明海沿岸各県知事との対話も拒否して、県知事の役割が果たせますか。

県知事に再三の催促の文書要請しましたが、聞く耳を持たずナシのつぶて。彼は自分の顔に、一つの口の他に二つの耳があるのを忘れているのでしょう。
農水省は「長崎県が席に付かないので、協議の場が作れない。」と、長崎県をダシにして、外部の意見をシャットアウトした自分のペースでの開門調査を強行しようとしている。
かくして長崎県と農水省の談合による出来レースが展開されている。

2． 農水省の開門のやり方
事業主体の農水省の方針によると
２－１　開門の方法は
現在管理されている調整池の水位の基準（マイナス１メートル）から２０センチメートルまで干潮の時に排水して下げる。

海水の流れ込みは満潮の時に、現在の調整池の水位まで（マイナス１メートル）までで止める。

参照：農水省案のケース３－２による。
http://www.maff.go.jp/kyusyu/seibibu/isahaya/pdf/h_h_gaiyou_1_houhou.pdf
農水大臣の意見は

http://www.maff.go.jp/kyusyu/seibibu/isahaya/pdf/nousuidaizinn_ikenn.pdf
２－２．農業用水は
干拓農地、後背地農地への農業用水のために海水を淡水化して確保する。
２－３．開門開始の時期は
２０１３年１２月とし、この間水質などの調査をして５年後に再度閉め切る。
　以上のように農水省の思惑は、長崎県などの開門
阻止派を利用して形だけの開門調査をやり、「特に
顕著な効果はありませんでした。」との報告書を作
り調査を終了することにある。

3． 完全開門が有明海再生への道
３－１．福岡地裁の判決文によると

「判決確定の日から３年を経過する日までに、防災上やむを得ない場合を除き、本件各排水門を開放し、以後５年にわたってこれを継続することを求める。」とあります。

農水省が長崎県知事の反対を理由に、ケース３－２でわずか２０cm開門し、これを５年間継続してお茶を濁そうという姑息な手段を考えているのは許せません。

３－２．排水門の開放で有明海の再生を。
私は農水省案にあるケース２を推奨する。つまり、最初はケース３－２の開門で調整池の水質を徐々にならし、様子を見ながら段階的に開門の規模を広げ、最終的にケース１の全開門とする。
開門の方法、期間については、関係者による円卓会議で状況に応じて検討、決定する。これが有明海
再生のプロセスです。
３－３．内外の事例に学べ
私達が諫早湾の開門に期待するのは何故か。
（１）ヘドロの池となっている調整池に干潟が回復し、稚魚などの生産と水質の浄化が進む。
（２）有明海の干満に応じた調整池内部への海水の流入と排出によって潮流が回復し、諫早湾内外と共に、有明海の水質を改善させる。

（３）有明海全体の魚介類の生産回復につながる。
これらは諫早湾と有明海が数十億年の昔から築き上げて来た自然の営みを、元に戻してあげるだけに過ぎない。

世界を眺めても、河口堰で成功した事例は無い。今なおこれにしがみついているのは諫早湾と児島湖だけである。
農水省の事業である中海は撤去した。
http://www.pref.shimane.lg.jp/industry/norin/seibi/kokuei/kokueinakaumitotikairyoujigyou.html
長良川も市民参加による見直しの討論会が実施され、その報告書が提出された。
http://www.pref.aichi.jp/kikaku/
韓国の始華（シファ）湖は市民との協議で開門し、調整池の水質が改善され潮力発電もされている。
https://skydrive.live.com/?cid=e016965beda20cd6#cid=E016965BEDA20CD6&id=E016965BEDA20CD6%21482
締切工事が完成した韓国のセマングム干拓事業では始華湖の教訓を生かし、水門は常時開放したままであり、海水は事由に出入りしている。

干拓工事を止めて干潟を残した韓国の順天（スンチョン）湾はラムサール条約に登録され、毎年３００万人の観光客で賑わっている。

https://skydrive.live.com/?cid=e016965beda20cd6#cid=E016965BEDA20CD6&id=E016965BEDA20CD6%21485
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　韓国・順天（スンチョン）湾
４．長崎県知事の思惑
長崎県知事は２０１０年１２月の福岡高裁の判決と国の控訴断念以来、これに不快感を明確に示し、長崎県選出の国会議員を始め、県議会、諫早市議会
など地元政財界やメディアを巻き込んだ開門反対派の結集を図って来た。

さらに長崎県が発行し県内の各家庭に配布する「県民だより」に繰り返し「開門したら大変だ。」とのキャンペーンを張り、干拓地の看板や県のホームページでも県民を洗脳するプロパガンダを展開しています。

http://www.pref.nagasaki.jp/isakan/ugoki/pdf/kaimoneikyou2012.pdf
圧倒的な権力と金の力で県政と世論を牛耳るやり方によって、あらゆる地方選挙での「開門反対」派の圧倒的な勝利を導き、県知事の思惑どおり長崎県民は「開門反対」で統一されている、との印象が今や全国的に認識されるに至った。

彼らがこれ程までに「開門反対」にしがみ着くのは何故か。それは金と利権である。
この「開門反対」というカードはまさに「打出の小槌」。時の政権に対して「公共工事」と「地域振興策」なる名目の美味しいものが当面確保出来る。地元に当面の工事と金が落ちれば全て良し。
ナガサキは終戦後５０数年来繰り返して来た、コンクリート工場への道を再びひた走る。
公共事業の受け皿はいくらでもある。長崎新幹線、石木ダム、本明ダム、高速道路、高規格道路。その気になれば、日本一長い長崎県の海岸線を総てコンクリートで固めればいい。
5． 私達の当面の行動
　１．農水省への開門要請
　２．長崎県知事への抗議と要請

　３．有明海漁民と市民、研究者との連帯行動

　４．市民への啓発と学習

現在原告団と支援の漁民、市民による熊本農政局長交渉が継続的に行なわれており、この中で開門を１２月以前に実施するよう求めている。私達は開門のやり方や調査の内容についての協議の場を漁民、研究者の方々との連携で追求してゆく。
　県知事には対話の糸口が掴めない。閉ざした貝殻が開くまで、あらゆる手段を尽くそう。
　頼りになるのは何といっても市民の世論である。特に地元の市民、県民への働きかけと啓発による世論の高揚がカギを握っている。

　当面は集会、ビラ配り、広報宣伝への取り組みと裁判支援が展望を開く道になる。
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　　　　　長崎県知事への要請
詳細は下記のホームページを参照してください。

ようこそ諫早湾へ
http://www.geocities.jp/isahayabay/
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